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人　口／３，３４６人（男／１，５４９人：女／１，６９７人）
世帯数／１，５７３世帯　　　 　　（１１月３０日現在）

■　森町長新年あいさつ…２
■　阿部議長新年あいさつ…３
■　町内保育所お遊戯会ほか…４
■　健康ばんざい…５
■　地域包括ケアだより…６
■　国民健康保険ガイド…７
■　国民年金…８
■　学びの広場…９
■　住まいる情報…１０～１１
■　人事行政の運営等の状況…１２～１５
■　ちびっこギャラリー…１６

入学前の体験授業を実施！
　１２月１２日（火）古丹別中学校で来年４月に入学

する児童・保護者を対象とした入学説明会が開催

され、古丹別小学校（里見清孝校長）６年生１１名

が初めての試みとなる入学前の体験授業に参加

した。

　教科は社会科で戦後の人 の々生活についての学

習だったが、体験授業を受けた斉藤旺佑くん（古

小６年）は「小学校でも学習したけど、もっと掘り下

げて教えていただいたので、とても勉強になった」

と述べ、児童からの反応は上 の々ようであった。
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我が子・孫のお遊戯に成長を実感！～認定苫前こども園・古丹別保育所でおゆうぎ会～
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□　味噌汁やスープを１日１
杯以上飲む

□　うどん、ラーメンなど麺
類をよく食べる

□　漬物、梅干しをよく食べ
る

□　練り製品をよく食べる
□　魚の干物や塩鮭などをよ
く食べる

□　ハム、ベーコンなど肉加
工品をよく食べる

□　せんべい、おかき、ス
ナック菓子をよく食べる

□　できあがった料理にしょ
うゆやソースをかける

□　うどん、ラーメンなどの
汁を飲む

□　外食や市販の総菜をよく
使う

□　外食の味つけを濃く感じ
ない

□　食べる量が多い

の

★当てはまる項目が多いほど
塩分をとりすぎている可能
性があります！
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※次回の献血車来町日は２月22日（木）です。詳細については後日回覧でお知らせします。
　苫前町献血推進協議会　緯 64－2215（事務局　保健福祉課けんこう係）

あなたの献血で救われる命があります
　血液は人工的に造ることができず、長い間保存が
できません。輸血を必要としている患者さんは全国
で１日3000人といわれ、献血
で得られる血液製剤は道内で慢
性的に不足しています。皆様の
ご協力をお願いします。

年年

い



広報とままえ １月号　 頁

　１月26日（ ）の いきいき は、 人 道 福祉 の 事
務局長を に 、苫前町 で 30 します。11月に し 力 の
お ししますので、 の をお してお ます。

事業のお知らせ

お問い合わせ　　苫前町地域包括センター　緯 64－2215

　 な要介護 となっても住 れた地域で らしい らしを人生の 後まで けることが

できるよう、医療 介護 住まい 生活支援が 的に 保される体 （地域

）を実 するためには、 町 が地域の 性や 体性に いて、地域の 性に て り

上 ていくことが 要です。

　こうした の一 が「介護 日 生活支援 合事業」（以下「 合事業」）です。この事業で

は、 来、要支援 ２の方に されていた介護 付（ 介護及び 問介護の ）と介護

事業（ いきいき やふれあい 部など）を させ、 合的に実施することで、介護 と

生活支援に る を 実させることを 指しています。

　 合事業の に合わせて、 町生きがい の が 直されました。

　 来は、要介護認定を受けていない人 けの を していましたが、 成27年 か

らは、要支援 ２の方と事業対象者（※）が利用できる施設に め、 気いきいき体 を毎日の

に り れることで、利用者が 気になるための いの場として しています。 在の利

用者は、 50人となっています。

　

　また、 成30年 からは、 しく ７ の介護保 事業 が まります。 では、 合事業

を引き き推進していくとともに、「生活支援体 事業」（ 合事業の くりを行う事業）

を活用し、地域 にあった支援や の 出、 以外の支 手や い手の育成など、

地域 を実 するための「地域 くり」に、より一 り んでいくこととなりま

す。

　

　※事業対象者とは、介護認定の上では 該当ですが、25 からなる「 本 」に

よる で、 や が 下していると された方のことです。

　12月 日（ ）にとまま ふわっとにて10時から14時まで し、３ の がありました。

午 は町保健福祉課 による 話「介護者の健康 ～ 事と で の 持

上～」を、午後は 談 を実施しました。

　この事業は年 月に実施しており、 は２月21日（ ） 時 から11時 まで 町

で します。 Ｐ 人北海道 合福祉 の ひろ 事 局長を 師に 、

「介護福祉 の指 による身体介助の実際」と し、 話の か、実際に いすなどの福祉用 に

れて ることを 定していますので、 のある方は、 ひ ください。

………………………………………………………………………
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お問い合わせ　　苫前町 町 　緯 64－221

「持 な医療保 を するための 健康保 の一部を する 」の成 （ 成27

年 月27日）により、 成30年 から 道 が の 体となり、 定的な や

的な事業の 保等、 保 に 的な を い の 定 を 指すこととなりました。

な

　 保の の手 きや保 の 付、医療 療 （ い）の 受付、保 の

課 、 定健診 定保健指 に関すること、人間 の助成 などは、これまでどおり

町が となって行います。

　 保の 、保 に関すること

　 療 付 （高 療 （ ）、出 育児一時 、 等）の 付に関すること

　 保 の 、支 いに関すること

　 定健診等の保健事業に関すること

る

　 保 者 （保 ）の が一部 になる 定です。

　　※ 町は 成30年８月 日から たな になる 定です。

　 道 内の 町 間で する場合で、引き き 保に している場合は、高 療 の

該当が引き がれ、医療 の が される場合があります。
　

　 の に いては、 の や 生 からの 等により らかになってきます。

町としましても、 健康保 の保 者として、 後の に し に対 するとともに、 定

事 に きましては 時 さまにお らせしていきます。

と

………………………………………………………………………

成 月か きく す

の 道 の
町 の な道 の な

　※
町 ごとの 保事業 付 を 定

　 定 の設

地域住 と身 な関 の 、 を保 方 に き、事 の 、

、 域 を推進

保 等を に保 （ ）

を 定。 課 　※２

的な 定方 等により、 町

課

町

い

保 者の 性に たきめ かい保

健事業を実施（ 事業等）
町 に対し、 要な助言 支援

※ の 付 を めるために 要な 用を※２ 健康保 として 保 者から 付していただくこと

になります。

の の
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　冬道では の急 や の 等により、 的地 するまでに時間がかかることがあ

ります。

　 的地までの 、道 を事 に して、時間に を持った を がけまし う。

 

　 年、冬道では、 による 事 が く 生しています。急 進、急 、急 、

急 といった「急」の く を 、 や

めの など、 にあわせた な を がけまし う。

 交差点では徐行と安全確認を
　 で しが い などでは、「 が来ているかもしれない」

「 行者が しているかもしれない」と を して、 行と

認を しまし う。

 

　 や など 時は、 きだまりや による ち 生等の が いますので、

要な外出は まし う。

　や を ず で外出するときは、事 に道 を 認するとともに、 や 、

電話等を しまし う。

　問い合わせ先　羽幌警察署　緯 0164－62－1110　

の
納期内納入にご協力願います。

町税の納期１月 お問合せ

年 事

　（緯0164－43－7211）

町 課おもてなし

　（緯64－2213）まで

　お問い合わせください。

国民年金くわしくは

国民年金 ＧＯ

２０




